
入門と環境構築 
 

２０１７年４月１４日 



今回の内容 (1) 
• General concepts 
   - What is AI? 
      https://www.youtube.com/watch?v=8mO-d9maUYs 

      https://www.youtube.com/watch?v=Rq6ynNWg81Y   (in Japanese,  how to change our life) 

   - What AI can do? 
      home work for you  

   - What is machine learning? 

     https://www.youtube.com/watch?v=UzxYlbK2c7E (Stanford) 
     https://www.youtube.com/watch?v=IpGxLWOIZy4 (a friendly introduction) 

   - What is neural networks and what is deep learning 

      https://www.youtube.com/watch?v=1aHQ2tVVlj8 
      https://www.youtube.com/watch?v=JGaHwOY4      

      https://www.youtube.com/watch?v=lqywEafvq_Q 

      https://www.youtube.com/watch?v=GbmKWY7SLng 

https://www.youtube.com/watch?v=8mO-d9maUYs
https://www.youtube.com/watch?v=Rq6ynNWg81Y
https://www.youtube.com/watch?v=UzxYlbK2c7E
https://www.youtube.com/watch?v=IpGxLWOIZy4
https://www.youtube.com/watch?v=1aHQ2tVVlj8
https://www.youtube.com/watch?v=JGaHwOubY4Q
https://www.youtube.com/watch?v=lqywEafvq_Q
https://www.youtube.com/watch?v=GbmKWY7SLng


Deep Learning Application Cases in Japanese 

https://aiexperiments.withgoogle.com/autodraw 
By A.I. Experiments 

https://aiexperiments.withgoogle.com/autodraw
https://aiexperiments.withgoogle.com/autodraw


金子さんの院生研究テーマ 



Peterさんの院生研究テーマ 



今回の内容 (2) 
 
• ニューラルネットワークを実装するための環境構築を行う。 
配布資料に従って、構築する。 

• 構築した環境の立ち上げ方等を覚える 
 

• Reference about tensorflow in Japanese 
https://freelance.levtech.jp/guide/detail/59/ 

 

https://freelance.levtech.jp/guide/detail/59/
https://freelance.levtech.jp/guide/detail/59/


Dockerでjupyter立ち上げ 

 配布資料に書いてあるが、Dockerを起動し、コマンドを打ち込
む。 

 

 mkdir $HOME/data（初回時のみ） 

 

 docker run -itd --name jupyter -p 8888:8888 -p 6006:6006 ¥ 
-v $HOME/data:/root/notebook -e PASSWORD=passw0rd ¥ 
enakai00/jupyter_tensorflow:0.9.0-cp27  



Dockerでjupyter立ち上げ 

 コマンド「docker run -itd --name jupyter -p 8888:8888 -p 
6006:6006 ¥-v $HOME/data:/root/notebook –e 
PASSWORD=passw0rd ¥enakai00/jupyter_tensorflow:0.9.0-
cp27」 

 赤い部分は名前。 

 コピー＆ペースト可能。それでうまくいかない場合は、¥を消し
てみる。 

 パスワードは「passw0rd」、ログインで使用する。 



jupyter 

 次に、jupyterに接続するため
のアドレスを確認 
（コマンド：docker-machine ip） 

 アドレスを打ち込むとログイン
画面が出る（パスワードは立
ち上げる時に設定したもの）。 
http://192.168.99.100:8888/ 
（太字の部分に調べたipアドレ
スを入れる） 

http://192.168.99.100:8888/


立ち上げ失敗解決策 

 

 コマンドを打ち込んでも失敗する人は、 
docker-machine stop default 
で止めて、一回dockerを閉じ、さらにVirtualBoxのdefaultのマ
シンが電源オフになっているかを確認して、再度dockerを起
動してコマンドを打ってみる。 

 また、ノートPCがちゃんとネットにつながっているかも確認す
ること。 



Docker補足 

 Dockerのコマンドを入力するとアクセス拒否されるエラーに
なった場合、VirtualBoxを起動し、実行中になっていない
defaultのものを削除する。  



Jupyterで使用した 
ファイルの場所 

 初期設定を変更していなければ、 
「C:¥Users¥admin¥data」 
においてある。 



Dockerの閉じ方 

 Dockerを閉じる際は、docker-machineの起動を止めてからで
ないと、CPUの使用率が高いままになってしまう。さらに、次
回起動時に少々厄介になるため、必ず下のコマンドを打ち込
んで止めてから、Dockerのウィンドウを閉じること。 
 
docker-machine stop default 

 



Jupyter再立ち上げ 

 本でjupyterという名前をつけているが、次回起動時に同じ名
前を指定して立ち上げようとするとエラーになるため、別の名
前をつけてみたり、元あったものを消して対応する。画像では
jupyter2と新たな名前を付けて立ち上げている。  



立ち上げたものを消す方法 

 

 コマンド「docker ps -a」で今まで立ち上げたもの全てが確認
できる。 

 一回docker-machineを止めて、dockerを再起動してからの方
が良い。 
 
 



立ち上げたもの確認 

 

 コマンド「docker ps -a」で今まで立ち上げたもの全てが確認
できる。 

 一回docker-machineを止めて、dockerを再起動してからの方
が良い。 
 
 



立ち上げたものを消す方法 

 

 コマンド「docker rm `docker ps -a -q`」で立ち上げたものを全
て削除。（全て消してしまって問題ないはず） 

 消しておけば、立ち上げる際に名前をいちいち考える必要が
なくなる。 
 
 



Jupyter再立ち上げ 
まとめ 

 今まで使用していない別の名前をつけて起動。 
（ docker run -itd --name jupyter2 -p 8888:8888 -p 
6006:6006 ¥-v $HOME/data:/root/notebook –e 
PASSWORD=passw0rd ¥enakai00/jupyter_tensorflow:0.9.0-
cp27  等） 

  または 

 今まで起動したものを「docker rm `docker ps -a -q`」で消し
て好きな名前で起動。  



立ち上げた環境 

 Tensorflowを使える環境であり、さらに様々な演算のライブラ
リ(numpy等)が導入されている。 

 



Pythonの便利なツール 



どうしてもDockerが 
  立ち上がらない場合・・・ 

 別の環境を用意する。 
しかし、今まで通りにpythonのidleが立ち上がらなくなる可能
性があるため避けたい。  
Numpy等のライブラリを一つ一つインストールする必要性が
出てくる。 



次回 

• アルゴリズムの内容に入る。 
ヘッブの法則の予定。 



課題 

（１） 調べて 
    What AI can do? 
 
（２） レポートを提出 
    1).  Describe at least 5 what AI can do 
            2).  Describe one in detail what you want AI to do and how make AI to do 
 
Submission: On 21st  April,  
                       efore next week project A, you submit your report to TA.  
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